
愛知県環境局の令和３年度主要事業等について 
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あいち環境づくり推進協議会 

資料６ 



あいち地球温暖化防止戦略２０３０を推進します 

予算額 １８２，９３９千円 

「あいち地球温暖化防止戦略２０３０」の目標である２０３０年度における温室効果ガス排出量の２６％削減 

（２０１３年度比）の実現に向け、一層の地球温暖化対策を推進します。

低炭素型の生活様式への転換を促す「あいちクールチョイス」

県民運動を市町村等と一体となって拡大します。 

・小学生とその家族を対象にチェックシートを 

 活用した環境配慮行動の実践を促進 

・省エネ家電への買換促進 

・市町村開催のイベントへのブース出展や 

小学生向けの出前講座の開催 

環 境 部 大 気 環 境 課 

地 球 温 暖 化 対 策 室 

温 暖 化 対 策 グ ル ー プ 

内 線 3 0 5 5 ・ 3 0 5 6 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6242 

 温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」及び気候変動によ 

る影響に対処する「適応策」の取組を支援します。 

・地球温暖化対策計画書制度に基づく、事業者の対策に対す 

 る現地調査・助言 

・中小事業者等に対する省エネ相談などの総合的支援 

・市町村の地球温暖化対策に係る実行計画の策定支援 

・再生可能エネルギー地産地消※に向けたフィージビリティ・

スタディ（事業化検討）調査 

・気候変動の影響や適応に関する情報の収集・発信 

２ 温暖化防止県民運動推進事業費    ８，４０９千円 

３ 住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助金  

１４０，０００千円 

  環境に配慮した住宅（スマートハウス、ＺＥＨ（ネット・

ゼロ・エネルギーハウス））の普及を図るため、太陽光発電、

ＨＥＭＳ（家庭用エネルギー管理シス 

テム）などの一体的導入等に対して、 

市町村との協調により補助を行います。 

環境局地球温暖化対策課 

調整・企画グループ、温暖化対策グループ

内 線 3 0 3 2・ 3 0 5 5  

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6213  

１ あいち地球温暖化防止戦略推進費 ３４，５３０千円

太陽光 風力 

火力等 

再エネ電気 

非再エネ電気 
家庭 事業所 工場 

※再生可能エネルギー地産地消 

 太陽光、風力、ごみ発電（バイオマス）などの再エネを地域内で生産・調達・利用すること 

地域内 

CO2削減 



次世代自動車の普及を促進します

予算額 ３４３,８３３千円   

電気自動車（ＥＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）及び燃料電池自動車（ＦＣＶ）を始めとする

次世代自動車の普及を促進します。

１ 戦略推進費                  ６８８千円 

「あいち自動車環境戦略」に基づき、大気環境基準を確保するため、ＥＶ、ＰＨＶ及びＦＣＶを始めとする次世代自動車の普

及促進に向けた啓発事業等を進めます。 

２ 次世代自動車普及促進事業費       １３，９６０千円

「あいちＥＶ・ＰＨＶ普及ネットワーク」（設立：２００９年４月 構成員：自動車メーカー等９３団体）の参加者と協働して、

ＥＶ・ＰＨＶの普及に取り組みます。 

また、ＥＶ等の魅力・有用性を広く浸透させるため、市町村等がＥＶ等の給電機能を効果的に活用する実践の場を提供すると

ともに、その成果等を発信するフォーラムを開催します。 

さらに、ＥＶ、ＰＨＶ及びＦＣＶの自動車税課税免除の期限を２０２２年度末まで２年間延長します。 

３ 先進環境対応公用車導入費   ６２，４５３千円 

環境性能に優れた自動車を公用車に導入します。 

４ 先進環境対応自動車導入促進費補助金  ２６６，７３２千円 

旅客・貨物運送事業者や中小企業等の事業者に対し、ＥＶ、ＰＨＶ、ＦＣＶ、ハイブ 

リッド自動車（ＨＶ）のユニバーサルデザインタクシー等の次世代自動車を導入する経 

費の一部を補助します。 

環境局地球温暖化対策課

自動車環境グループ

内 線 3 0 3 7・ 3 0 9 1  

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6217 

電気自動車（ＥＶ） 
プラグインハイブリッド

自動車（ＰＨＶ）

燃料電池自動車（ＦＣＶ）



生物多様性保全に関する取組を推進します 

次期あいち生物多様性戦略（2021年２月策定予定）に基づき、ＳＤＧｓの取組の一環として多様な主体との連携をさら

に進め、県内の生物多様性保全の取組を一層活性化します。 

また、次期世界目標が採択されるＣＯＰ15に参加し、世界のサブナショナル政府（州・県レベルの広域自治体）と連携

して、世界の生物多様性保全の取組活性化に貢献します。

予算額 ５１，６２９千円 

１ 生物多様性ＳＤＧｓ推進費           １５，５２６千円 

○ 県内の大学生を中心としたユース組織による生物多様性保全活動を促進するとともに、情報発信を行います。 

また、多様な世代や主体が交流し、取組の方向性を共有するための多世代フォーラムを開催します。 

○  企業とＮＰＯのマッチングにより、生物多様性保全に係る活動を促進します。 

○  生物多様性に関わる県民、ＮＰＯ、企業等に必要な情報を発信・共有し、新たな活動の創出や活性化に資することができるあ

プラットフォーム（データベース・Ｗｅｂページ）を構築します。 

○ 専門家や企業等との協働により、湿地・里山における希少な野生生物の生息・生育環境を保全する「湿地・里山ネットワーク」

の形成に向けたモデル事業を実施します。 

環 境 局 環 境 政 策 部 

自 然 環 境 課 

生物多様性保全グループ、国際連携・生態系グループ

内 線 3 0 9 6 ・ 3 0 6 5 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6475 

２ 生物多様性国際連携推進事業費         ３６，１０３千円 

○ 中国で開催予定のＣＯＰ15において、愛知県が中心となり立ち上げた「愛知目標達成に向けた国

際先進広域自治体連合※」のメンバーやその他のサブナショナル政府とともに、共同宣言やサイド

イベント等を実施します。 

（※愛知目標達成に向けた国際先進広域自治体連合のメンバー：愛知県、メキシコ州政府連合、 

スペイン・カタルーニャ州 、カナダ・オンタリオ州、カナダ・ケベック州、ブラジル・サンパウ

ロ州、メキシコ・カンペチェ州、韓国・江
カン

原道
ウォンド

、中国・江蘇省） 

○ 本県と環境分野に係る協定等を結んでいるブラジル・サンパウロ州との連携により、学生交流プ

ログラムを実施します。

COP14 時の共同声明発表

※愛知目標達成に向けた国際先進広域自治体連合（2016 年 8 月設立） 

＜構成＞ 愛知県、メキシコ州政府連合、カンペチェ州（メキシコ）、カタルーニャ州（スペイン）、 

江
カン

原道
ウォンド

（韓国）、江蘇省（中国）、オンタリオ州（カナダ）、ケベック州（カナダ）、サンパウロ州（ブラジル） 



１ 循環型社会形成の推進      ３４２，４５１千円 

循環型社会の形成に向けた取組を推進します 
予算額 ４７４，０６１千円 

「あいち地域循環圏形成プラン」に基づき、新たな広域循環モデルの具体化を図るとともに、社会的な課題とあ

なっているプラスチックごみや食品ロスの削減に向けた取組を推進します。 

また、公共用水域の水質改善に向けて単独処理浄化槽等から合併処理浄化槽への転換を促進します。 

プラスチックを循環利用する新たなビジネスモデルの

構築を目指し、次期「あいち地域循環圏形成プラン」を

策定します。 

「あいちプラスチックごみゼロ宣言」を踏まえ、県民・事

業者の行動を促すため、オンラインセミナー等による普及啓

発を実施します。 

２ プラスチックごみ削減に向けた取組 ９，４８８千円 

３ 食品ロス削減対策            １７，４６６千円

・食品ロスの削減に向けた取組を総合的に進めるため、あいう

「食品ロス削減推進計画」を策定（新規） 

・県民や事業者を対象とした有識者 

による講演やブース出展などを行 

うイベントの開催 

・小学生を対象とした環境学習プロ 

グラムによる普及啓発 

と り ま と め 

環境局資源循環推進課 

循 環 グ ル ー プ 

内 線 3 0 7 4 ･ 3 0 7 5 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6233 

〇 次期あいち地域循環圏形成プランの策定  

４ 合併処理浄化槽への転換促進     １０４，６５６千円

浄化槽設置費補助金により、単独処理浄化槽及び汲み取り便

槽から合併処理浄化槽への転換を一層促進するため、公共浄化

槽設置に対する補助を新たに補助メニューに追加します。

〇 あいち地域循環圏形成プランの推進  

新たな循環ビジネスの発掘、事業化から円滑な事業継

続までを一貫して支援します。 

・「地域循環圏づくり推進チーム」による新たな広域循

環モデルの具体化 

・循環ビジネス事業化検討や、先導的で効果的なリサイ

クル施設等整備に対する補助 

県民や事業者による食品ロス発生抑制の取組を推進します。 



「環境首都あいち」を支える人づくりを推進します 
予算額 ６９，６３１千円 

「環境首都あいち」の実現に向け、多様な主体との連携・協働により各世代に応じた環境学習を実施し、持続可能

な未来のあいちの担い手を育成する「人づくり」を地域全体で推進します。 

「あいち環境学習プラザ」等において、 

施設の特色（体験型展示やＺＥＢ施設の 

見学）を生かした環境学習の実施

・小学校等の社会見学に対応した環境学習 

・あいちecoティーチャーによる環境学習講座 

・もりの学舎キッズクラブ

「もりの学舎」での自然体感プログラムの提供や、

幼稚園や環境学習施設での自然体験普及のための指導

者研修の実施 

・もりの学舎ようちえん 

・一日もりの学舎ようちえん 

・森の伝道師派遣 

・保育士・施設職員への研修 

「あいちの未来クリエイト部」による

地域の環境についての調査・研究や、研

究成果の普及・発信 

・専門家等と連携した調査・研究 

・参加校による活動報告会の開催 

・県民向け普及啓発資材の作成 

インタープリター自然体感推進事業 

１１，４４７千円

環境学習等行動計画推進事業 

３５，０４３千円

高校生環境学習推進事業 

６，４５３千円

【未就学児童】 【小中学生、中高年・シニア】 

【高校生】 

と り ま と め 
環 境 局 環 境 政 策 部 
環 境 活 動 推 進 課 
環境学習グループ 内線 3027・3028
(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6208

企業・団体・行政など、各分野で活躍す

る持続可能な地域づくりの環境リーダーの

育成 

・人材育成講座、成果発表会の開催 

・体験講座の開催 

・地域実践活動の実施（卒塾生対象） 

あいち環境塾実施事業 

７，１１２千円 

「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」

により、企業と連携して行う、次世代の担

い手となる環境リーダーの育成 

・企業での研究活動 

・成果発表会の開催 

・研究所活動の発信 

【社会人】 【大学生】 

持続可能な未来の 
あいちの担い手育成事業 

９，５７６千円



ＳＤＧｓ未来都市あいちを推進するため、ＳＤＧｓ推進フェアやＳＤＧｓ関連国際会議を開催・支援するとともに、企業等や

若者向けの一層の普及啓発を行い、県内へのＳＤＧｓの普及・浸透を図ります。 

 ＳＤＧｓに積極的に取り組む企業・大学・高校・ＮＰＯ等の

約１００ブースの出展による取組発信とともに、講演等の実施によ

りＳＤＧｓ達成に向けた変革を促進します。 

 ・時 期：２０２１年秋 

 ・会 場：愛知県国際展示場「Ａｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘｐｏ」 

 ※ ＳＤＧｓ関連国際会議と同時開催

◆大学生と連携した先進・優良取組事例集の作成 

企業等の先進・優良取組事例集を作成します。大学生が取材し執筆

することで、若者の理解向上にもつなげます。 

◆普及セミナーの開催 

 県内各地で企業等向けのセミナーを開催します。 

◆教員向けワークショップの開催 

 高校生・中学生へのＳＤＧｓの普及につなげるため、高校・中学校

の教員を対象としたワークショップを開催します。 

予算額 １１４，１０２千円 

ＳＤＧｓ未来都市あいちを推進します 

愛知県は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を推進しています

 国連地域開発センター、環境省、国土交通省が主催するＳＤＧｓ関

連国際会議の支援を通して、本県におけるＳＤＧｓの実現に向けた取

組を国内外にＰＲします。 

・時 期：２０２１年秋 

・会 場：愛知県国際展示場「Ａｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘｐｏ」

４ ＳＤＧｓ関連国際会議の支援（政策企画局） 

５０，０００千円（新規） 

環境・経済・社会の統合的向上を図るため、企業等の先進・優良

取組の事例調査及びデータベース構築に向けた設計等を行い、新規

の取組創出や活性化を促進します。 

 ＳＤＧｓの理念を踏まえ、ユースによる保全活動や情報発信、あ

ＮＰＯと企業とのマッチング等により、多様な主体の連携によるあ

生態系保全活動を促進します。 

２ ＳＤＧｓ環境プラットフォームの構築（環境局）

１１，８２４千円（新規）

３ 生物多様性ＳＤＧｓの推進（環境局） １５，５２６千円

５ 企業等や若者向けの普及啓発（政策企画局）２，１５４千円

１ 「SDGs AICHI EXPO 2021」の開催（環境局）３４，５９８千円

と り ま と め 

政 策 企 画 局 企 画 課 

企 画 第 二 グ ル ー プ

内 線 2 2 5 8 ・ 2 2 9 4

(ダイヤルイン)０５２－９５４－６０８９



「あいち森と緑づくり税」を活用し、森林、里山林及び都市の緑の整備･保全を進め、森と緑の持つ様々な公益的

機能を発揮させます。

１ 森林整備事業費(農林基盤局)     ２，０１４，１１１千円 

・林業活動では整備が困難な森林の間伐

   ・高齢化した人工林の若返りとして、少花粉苗への植え替え及び獣害対策等の支援 

・地域住民、団体等による保全活用を前提とした里山林の整備への支援

・里山林の保全・活用に必要な人材の育成

２ 都市緑化推進事業費(都市・交通局)         ６６７，２４２千円 

・都市における身近な樹林地の保全、緑地の創出

・民有地の緑化、民有樹林地の活用及び美しい並木道の再生

・県民参加による樹林地整備や植樹等の体験学習、緑づくり活動及び都市緑化の普及啓発の支援

３ 環境活動・学習推進事業費(環境局)     ７３，１１５千円 
・NPO 等が行う環境保全活動や環境学習への支援

・生態系ネットワーク形成のためのビオトープ創出等の取組の支援

４ 事業推進費(農林基盤局)           ５３，０８３千円 

・県産木材を利用した PR 効果の高い民間施設等への支援

・学校の樹木を活用した森林づくりの体験活動を支援

・森と緑づくり事業の普及啓発

【森林整備】 

「あいち森と緑づくり税」を活用し、森と緑を育み、 
守る取組を推進します

予算額 ２，８０７，５５１千円 

と り ま と め

農林基盤局林務部森林保全課

森と緑づくり推進室 森林里山再生グループ

内 線  3 7 7 0・ 3 7 7 1 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 052-954-6455

【環境学習等】 

里山林の整備 

【都市緑化】 

【事業推進】 

人工林の間伐 

県産木材利用への支援 








